
一般社団法人

日本フルードパワーシステム学会の紹介

２０１８年１０月２４日

一般社団法人 日本フルードパワーシステム学会

事務局

公益社団法人日本工学会 事務研究委員会



目 次

１．学会の概要

２．学会の沿革

３．組 織

４．会員情報

５．財務状況

６．事業紹介

７．産学連携

８．今後の課題



フルードパワーシステムとは



１．学会の概要
■設 立：１９７０年３月１３日

■目 的：
この法人は，油，空気，水，および機能性流体などを作

動流体とするフルードパワーシステムに関する学理および
応用の研究についての発表および情報，知識の交換，情報
の提供等を行うことにより，上記工学に関する研究の進歩
・普及を図り，もって我が国における学術の発展に寄与す
ることを目的とする．

■事 業：
(1) 研究発表会，学術講演会等の開催
(2) 学会誌その他刊行物の発行
(3) 研究および調査の実施
(4) 研究の奨励および研究業績の表彰
(5) 国内外の関連学協会との連絡および協力
(6) 国際的な研究協力の推進
(7) その他，当法人の目的を達成するために必要な事業



２．学会の沿革

■1970年(昭和45年)

「日本油空圧協会」(学会の前身) 創立

■1983年(昭和58年)

「社団法人日本油空圧学会」設立
協会の会員・資産・事業などすべてを継承

■2001年(平成13年)

「社団法人日本フルードパワーシステム学会」に改称

■2012年(平成24年)

「一般社団法人日本フルードパワーシステム学会」に移行

◇2020年3月 ： 学会創立50周年



３．組 織

総 会

監 事(3名)

理事会(20名)
(会長・副会長・理事)

事務局(専任2名,補助1名)

常設委員会
・庶務委員会 ・論文集委員会
・会計委員会 ・出版委員会
・編集委員会 ・表彰委員会
・企画委員会 ・情報システム委員会
・基盤強化委員会 ・国際交流委員会

研究委員会
推進研究委員会



４．会員情報

2018年10月1日現在

正会員：９２６名

・名誉員：１４名

・シニア員：４３名（60歳以上の退職者）

・ジュニア員：１４６名（40歳以下,5年間）

海外会員：１６名

学生会員：１３５名

賛助会員：１３０社（２７８口）

4.1 会員の種別と会員数



4.2 会員数推移
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4.3 会員所属

フルードパワー

機器関連企業

99

フルードパワー

ユーザー企業 25

その他
6

賛助会員企業分類

フルードパワー

機器関連企業

231

フルードパワー

ユーザー企業

37

その他
10 賛助会員口数による分類

民間企業, 
673

教育機関, 
143

研究機関, 11

工業会・協会, 7

その他, 100

正会員所属



4.4 会員年齢分布
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５．財務状況
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５．財務状況

2017年度：賛助会費値上げ
5万円/口⇒6万円/口

5.2 収入の内訳



６．事業紹介

 隔月(奇数月)に発行

年間6冊

 8月に電子出版を1回発行

（一般公開：HPにて）

 1,850部発行

 表紙デザインは1998年に公募

で決定

6.1 会誌事業(編集委員会)
学会誌「フルードパワーシステム」の編集・出版



学会誌



６．事業紹介

6.2 集会事業(企画委員会)
総会
講演会
春季講演会（東京:機械振興会館）
秋季講演会（地方開催:16年青森，18年京都予定）

講習会
フルードパワー道場（年4回の話題提供）

フルードパワー特別研修会（年5回開催）

セミナー
春季講演会併設セミナー
オータムセミナー
ウィンターセミナー

教育講座
入門者向け実習講座「油空圧技術」
特別教育講座



春季フルードパワーシステム講演会の様子



セミナーの様子



６．事業紹介

6.3 研究委員会
研究委員会：会員の申し出により設置

【2018年度】
・機能性流体FPS研究委員会
・1D-CAEによるFPS設計研究委員会
・ADSの新たな構成機器と制御研究委員会
・FPSのトライボロジー研究委員会

推進研究委員会：学会が会員に設置を要請

◇研究委員会設置期間：2年間または1年間

◇10万円/年の活動費の補助

◇研究委員会設置期間：2年間または1年間

◇25万円/年の活動費の補助



６．事業紹介

6.4 論文集事業(論文集委員会)

日本フルードパワーシステム学会論文集
JFPS International Journal of Fluid Power System

 2018年からJ-STAGEへの掲載に移行



６．事業紹介

6.5 国際交流事業(国際交流委員会)

 JFPS国際シンポジウム
・3年毎に国内開催（1988年～）

2014年:松江，2017年:福岡，2020年:函館

日中共同ワークショップ
・中国機械学会フルードパワー部門との交流

・2年毎に日中交代で開催

日中若手研究者交流事業
・年1回，交互に若手研究者を招聘



国際シンポジウム2017 案内



国際シンポジウム



日中共同ワークショップ



６．事業紹介

学会HP

URL http://www.jfps.jp

6.6 情報関連事業(情報システム委員会)



６．事業紹介

学会賞
学術論文賞
技術開発賞
技術功労賞
学術貢献賞
最優秀講演賞
SMC高田賞
春季講演会，秋季講演会

それぞれ，学生部門：2名，社会人部門：2名

油空圧機器技術振興財団顕彰
名誉員の推挙
フェロー認定

6.7 表彰事業



学会賞受賞者集合写真



IFPEX（フルードパワー国際見本市）

７．産学連携(工業会との連携)



７．産学連携(工業会との連携)

IFPEXにおける研究成果パネル展示



７．産学連携(工業会との連携)

IFPEXにおける研究成果展示



８．今後の課題
会員の増強：

正会員であることのメリット創出

財政基盤の健全化(寄付金に頼らない財務体質)：

事務局経費節減，講演論文集のHPからのDL化，
学会誌の電子化，正会員の会費値上

新研究テーマの模索：

企業が望む研究委員会テーマ設定

産学連携：

フルードパワー工業会との連携強化，出前授業

国際交流：

・日中共同WS開催(2年毎に開催)を，次回(2020年)以降

韓国を含めたWSに発展させる

・第11回JFPS国際シンポジウム2020函館 の開催



第11回JFPS国際シンポジウム函館2020



ご清聴ありがとうございました．


